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民
法
改
正
に
よ
り
２
０
２
２
年

４
月
か
ら
成
人
年
齢
が
２
０
歳
か

ら
１
８
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
天
草
市
は
２
０
歳
を
対

象
に
「
成
人
式
」
を
「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
と
改
称
し
、
実
施
し
て
い
る
。

倉
岳
町
で
は
、
新
春
の
１
月
３
日

好
天
の
下
、
華
や
か
な
振
袖
姿
や
真

新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新

成
人
２
３
名(

う
ち
３
名
欠
席
）
が
、

保
護
者
や
恩
師
に
祝
福
さ
れ
て
新

社
会
と
し
て
大
き
く
羽
ば
た
い
た
。

式
典
で
は
、
天
草
市
長(

代
読
、
平

田
教
育
長
）
が
「
他
者
に
思
い
や
り

を
も
つ
心
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」

と
祝
辞
。
新
成
人
を
代
表
し
て
高
田

澪
さ
ん
が
「
自
分
と
周
囲
の
状
況
を

把
握
し
て
行
動
で
き
る
人
に
な
り

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

式
後
の
記
念
撮
影
で
は
、
我
が
子

の
晴
れ
姿
を
写
そ
う
と
し
き
り
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
の
あ
と
茶
話
会
が
開
か
れ
、
新
成

人
と
恩
師
が
一
人
ひ
と
り
近
況
や

進
路
、
将
来
の
夢
な
ど
語
り
合
っ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
福
岡
の

専
門
学
校
に
通
う
宮
崎
さ
ん
は
勉

強
し
な
が
ら
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
ド

ラ
マ
ー
と
し
て
活
動
し
、
プ
ロ
を
目

指
す
と
力
強
く
話
し
た
。

▼近況や夢など語りあう茶話会
のようす＝棚底コミセン集会室

正
月
の
松
の
内
が
明
け
な
い
１
月
５

日(

日
）
あ
け
ぼ
の
地
区
で
は
、
鬼
火
焼
き

が
行
わ
れ
た
。

午
後
１
時
を
合
図
に
、
矢
倉
に
火
が
入

り
濛
々
と
上
が
る
煙
と
と
も
に
爆
竹
が

弾
け
る
よ
う
な
竹
の
音
に
驚
き
な
が
ら

住
民
ら
は
門
松
や
正
月
飾
り
、
古
い
お
札

等
を
投
げ
込
ん
で
お
ら
れ
た
。

昔
は
、
竹
の

音
が
勢
い
よ
く

弾
け
る
と
そ
の

年
は
「
男
の
子
」

が
生
ま
れ
る
と

言
わ
れ
た
そ
う

だ
。
こ
ん
な
話

し
も
だ
ん
だ
ん

聞
け
な
く
な
っ

て
き
た
が…

。

矢
倉
が
燃
え

尽
き
た
後
は
一

年
間
の
無
病
息

災
を
願
っ
て
鏡

餅
を
大
事
そ
う

に
焼
い
て
お
ら

れ
た
。
ま
た
、
一

方
で
は
、
刺
身

や
炙
っ
た
干
し

魚
、
い
な
り
寿

司
な
ど
を
肴
に

お
神
酒
や
ビ
ー

ル
が
ふ
る
ま
わ

れ
、
昔
か
ら
続

く
伝
統
行
事
を

楽
し
ん
だ
。

無
病
息
災
を
願
っ
て
！

【華やかな振袖姿が眩しい新成人たち】

【来賓や恩師らと一緒に笑顔で記念撮影】
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今月の石垣散策トイレ掃除当番

健康福祉部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

２月 ５日（水）行政相談

２月 ９日（日）天草市長選挙

２月１２日（水）行政区長会

２月２６日（水）市・県民税申告日

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

棚
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棚
底
の
旧
国
道
は
、
大
正
四
年
に
浦

村
か
ら
栖
本
村
間
が
県
道
と
し
て
開

通
し
て
い
ま
す
。
今
か
ら
百
十
年
前
の

こ
と
で
す
。
そ
の
頃
の
工
事
情
報
が
な

い
か
と
、
幸
い
に
も
残
さ
れ
て
い
る
大

正
三
年
頃
か
ら
の
議
会
資
料
を
当
た

っ
て
み
ま
し
た
が
、
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
、
副
産
物
と
し
て
、
当
時

の
区
長
さ
ん
は
議
会
の
選
挙
で
選
ば

れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

棚
底
村
議
会
で
は
、
大
正
四
年
の
十

二
月
議
会
で
、
棚
底
村
区
長
設
置
規
則

を
議
決
し(

区
長
そ
の
も
の
は
以
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
）
、
翌
五
年
の
一
月

末
の
議
会
で
区
長
選
出
選
挙
が
行
わ

れ
、
以
下
の
人
た
ち
が
区
長
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
区

福
本
熊
作

(

南
平
・
目
玉
）

二
区

稲
田
末
次

(

今
の
山
崎
）

三
区

大
手
恒
太
郎

(

上
揚
）

四
区

松
本
和
吉

(

歳
川
）

五
区

永
畑
折
吉

(

旭
東
か
）

六
区

吉
野
茂
吉

(

旭
西
か
）

七
区

吉
野
伊
之
太

(

横
道
）

八
区

倉
本
由
松

(

倉
本
）

九
区

松
田
幸
吉

(

小
崎
）

十
区

坂
本
久
三
郎

(

曙
東
）

十
一
区

小
林
筆
吉

(

曙
西
）

な
お
、
当
時
の
村
議
会
議
員
は
以
下

の
と
お
り
で
す(

議
席
順
）
。

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

㉖

藤
本
季
吉

吉
野
源
三
郎

野
本
丑
松

林
田
恒
太
郎

中
本
徳
三

吉
森
和
太
吉

佐
尾
太
三
郎

駒
崎
勝
治

稲
田
太
市

浦
崎
亀
松

稲
田
岩
松

門
岡
倉
松

村
長
は
田
中
直
来(

高
戸
の
人
）
で
、

議
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
、
区
長
選
出
に
つ
い
て
は
、

従
来
区
民
の
予
選
を
経
て
い
た(

区
推

薦
の
意
か
）、
そ
れ
を
経
ず
し
て
選
挙

を
す
る
こ
と
に
は
異
議
が
あ
る
と
の

意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
問
題

が
あ
る
と
の
村
長
の
説
明
で
最
後
に

は
全
議
員
が
賛
成
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
区
長
が
一
～
三
名
、
代
理

者
が
二
～
四
名
ほ
ど
あ
が
っ
て
お
り
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
候
補
者
を
選
ん

だ
の
か
は
こ
の
議
事
録
で
は
不
明
で

し
た
。
た
だ
、
一
人
候
補
以
外
は
、
満
票

の
十
二
票
を
得
た
人
は
い
な
い
の
で
、

い
ろ
ん
な
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

今
回
は
多
く
の
お
名
前
を
列
記
し

ま
し
た
が
、
百
年
以
上
も
前
で
、
皆
さ

ん
も
公
職
と
い
う
こ
と
で
お
許
し
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

棚
底
三
区

歳
川
喜
三
生

今年度はガイダンス施設の展示内容の検討があるため、４回の

整備検討委員会を予定しています。１１月１３日に２回目の会議を

開催しました。現地視察では史跡の誘導や遺構の名称看板をどこ

に設置するかを決めたほか、ガイダンス施設建設地の造成工事の

ようすを確認しました。

３回目の委員会は１月１７日に行い、文化庁整備部門の担当者

にも最終調整としてお越しいただきました。４回目では来年度工事

の設計関係の最終確定を行います。
（天草市文化課 宮崎）

～整備検討委員会を開催～

【整備検討委員会の現地視察】

区
長
さ
ん
は
村
議
会
議
員
の
選

挙
で
選
出
さ
れ
て
い
た
！


